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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による経済・金融政策などを背景に、企業収益が

改善し、それに伴い、雇用・所得環境も緩やかに改善が続いているものの、米国新政権の動向や英国のＥＵ離脱問

題に加え、緊張が続く北朝鮮情勢など依然として先行き不透明な状況で推移しました。

このような状況の中で、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、「機械システム事業」「産業建設

資材事業」で出荷が増加したことにより、売上高は前第２四半期連結累計期間比2,993百万円増収の48,710百万円と

なりました。

利益面では、「機械システム事業」における増収の影響などにより、営業利益は1,605百万円(前第２四半期連結

累計期間比460百万円増益)、経常利益は1,473百万円(前第２四半期連結累計期間比503百万円増益)となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年度に「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」を適用したこと

などで法人税等調整額を戻し入れた反動で、1,048百万円(前第２四半期連結累計期間比2,882百万円減益)となりま

した。

　

セグメントの業績は、次の通りであります。

　

「パイプシステム事業」は、売上高につきましては、鉄管部門において自治体の発注動向は地域によっては回復

基調にあるものの、依然として市場環境は厳しく出荷が減少したことなどで前第２四半期連結累計期間比1,225百万

円減収の24,808百万円となりました。

営業利益につきましては、鉄管部門において減収による減益に加え、バルブ部門でも前年度のような海外向け大

型物件が減少したことなどで、前第２四半期連結累計期間比314百万円減益の412百万円の営業利益となりました。

　

「機械システム事業」は、売上高につきましては、機械システム部門において粉体機器の海外向け大型物件の出

荷があったことなどで売上高が増加し、前第２四半期連結累計期間比3,082百万円増収の12,896百万円となりまし

た。

営業利益につきましては、機械システム部門の増収による増益が大きく寄与したことなどで、前第２四半期連結

累計期間比812百万円増益の1,084百万円の営業利益となりました。

　

「産業建設資材事業」は、売上高につきましては、建材部門において空調製品の出荷が堅調に推移したことなど

で、前第２四半期連結累計期間比1,135百万円増収の11,006百万円となりました。

営業利益につきましては、原材料等の価格が上昇傾向にあるものの、建材部門では、比較的収益性の良い物件の

売上が寄与し、前第２四半期連結累計期間比16百万円の増益の142百万円の営業利益となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金などが減少した反面、現金及び預金、商品及び製

品などが増加し、前連結会計年度末比2,039百万円増加の131,251百万円となりました。

一方、負債におきましては、支払手形及び買掛金、１年内返済予定の長期借入金などが減少した反面、電子記録

債務、長期借入金などが増加し、前連結会計年度末比215百万円増加の73,299百万円となりました。

純資産におきましては、その他有価証券評価差額金、利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末比1,823百

万円増加の57,951百万円となりました。

《キャッシュ・フローの状況》

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末より

4,687百万円増加の22,914百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は7,446百万円となりました。これは主に売上債権

の減少による資金の増加、棚卸資産の増加による資金の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は395百万円となりました。これは主に有形及び無

形固定資産の取得による支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は2,848百万円となりました。これは主に短・長期

借入金の返済によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年５月12日に公表いたしました業績予想から変更はあり

ません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,280 22,975

受取手形及び売掛金 38,268 33,191

電子記録債権 2,407 2,506

商品及び製品 9,741 11,467

仕掛品 6,512 6,551

原材料及び貯蔵品 2,213 2,457

その他 2,070 2,477

貸倒引当金 △109 △86

流動資産合計 79,385 81,539

固定資産

有形固定資産

土地 13,428 13,728

その他（純額） 17,375 17,433

有形固定資産合計 30,803 31,162

無形固定資産

その他 680 906

無形固定資産合計 680 906

投資その他の資産

投資有価証券 12,606 12,715

その他 5,954 5,135

貸倒引当金 △218 △206

投資その他の資産合計 18,343 17,643

固定資産合計 49,827 49,712

資産合計 129,212 131,251
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,890 19,231

電子記録債務 5,864 8,123

短期借入金 23,012 22,406

1年内返済予定の長期借入金 7,102 6,073

未払法人税等 647 425

賞与引当金 1,659 1,533

その他の引当金 123 104

その他 5,038 5,228

流動負債合計 64,339 63,126

固定負債

長期借入金 18 1,060

引当金 189 180

退職給付に係る負債 7,813 7,998

その他 723 933

固定負債合計 8,744 10,173

負債合計 73,084 73,299

純資産の部

株主資本

資本金 31,186 31,186

資本剰余金 6,942 6,884

利益剰余金 17,815 18,844

自己株式 △1,771 △1,766

株主資本合計 54,173 55,148

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,192 3,537

繰延ヘッジ損益 1 0

為替換算調整勘定 － △39

退職給付に係る調整累計額 △1,768 △1,417

その他の包括利益累計額合計 1,425 2,081

非支配株主持分 528 722

純資産合計 56,128 57,951

負債純資産合計 129,212 131,251
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 45,717 48,710

売上原価 34,437 36,847

売上総利益 11,280 11,863

販売費及び一般管理費 10,135 10,257

営業利益 1,144 1,605

営業外収益

受取配当金 157 139

その他 101 130

営業外収益合計 259 269

営業外費用

支払利息 161 141

その他 273 260

営業外費用合計 434 402

経常利益 969 1,473

特別利益

投資有価証券売却益 26 197

固定資産売却益 － 31

特別利益合計 26 229

特別損失

固定資産売却損 － 4

ゴルフ会員権評価損 － 2

その他 59 0

特別損失合計 59 7

税金等調整前四半期純利益 936 1,695

法人税、住民税及び事業税 241 195

法人税等調整額 △3,248 439

法人税等合計 △3,006 634

四半期純利益 3,943 1,060

非支配株主に帰属する四半期純利益 12 12

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,930 1,048
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 3,943 1,060

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 110 345

繰延ヘッジ損益 △5 △0

為替換算調整勘定 － △24

退職給付に係る調整額 1,931 350

その他の包括利益合計 2,036 670

四半期包括利益 5,980 1,731

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,967 1,719

非支配株主に係る四半期包括利益 12 12
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 936 1,695

減価償却費 1,214 1,212

減損損失 51 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △23 △36

受取利息及び受取配当金 △161 △142

支払利息 161 141

売上債権の増減額（△は増加） 7,356 6,238

たな卸資産の増減額（△は増加） △918 △1,199

仕入債務の増減額（△は減少） △2,942 △13

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 797 689

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 0 0

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △18 △197

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） － △28

有形及び無形固定資産除却損 8 20

その他 △108 △585

小計 6,354 7,794

利息及び配当金の受取額 215 184

利息の支払額 △161 △140

法人税等の支払額 △477 △392

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,931 7,446

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） － 3

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △1 △102

有価証券及び投資有価証券の売却による収入 223 426

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,486 △1,103

有形及び無形固定資産の売却による収入 1 439

貸付けによる支出 △100 －

貸付金の回収による収入 107 2

事業譲受による収入 － 22

その他 △112 △84

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,367 △395

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △245 △2,025

長期借入れによる収入 － 1,047

長期借入金の返済による支出 △1,831 △1,462

リース債務の返済による支出 △27 △24

自己株式の取得による支出 △793 △0

自己株式の売却による収入 92 －

配当金の支払額 △258 △376

非支配株主への配当金の支払額 △4 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,066 △2,848

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16 △17

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,480 4,184

現金及び現金同等物の期首残高 17,005 18,226

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 461

連結子会社の合併による現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 40

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,486 22,914
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

第１四半期連結会計期間より、重要性が増したKurimoto USA,Inc. 、Readco Kurimoto,LLC 及び新たに設立したク

リモトポリマー㈱を連結の範囲に含めております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

パイプ
システム事業

機械
システム事業

産業建設
資材事業

売上高

外部顧客への売上高 26,033 9,813 9,870 45,717 － 45,717

セグメント間の内部売上高
又は振替高

170 0 824 996 △996 －

計 26,203 9,814 10,695 46,713 △996 45,717

セグメント利益 727 271 126 1,125 19 1,144

注)１ セグメント利益の調整額19百万円には、セグメント間取引消去9百万円、各報告セグメントが負担する販売費、

一般管理費、試験研究費の配分差額△209百万円及び棚卸資産の調整額220百万円が含まれております。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「機械システム事業」セグメントにおいて、除却の意思決定を行った工場事務所棟について、減損損失を計上

しております。

　なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては51百万円であります。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

パイプ
システム事業

機械
システム事業

産業建設
資材事業

売上高

外部顧客への売上高 24,808 12,896 11,006 48,710 － 48,710

セグメント間の内部売上高
又は振替高

166 0 22 189 △189 －

計 24,974 12,896 11,028 48,900 △189 48,710

セグメント利益 412 1,084 142 1,640 △34 1,605

注)１ セグメント利益の調整額△34百万円には、セグメント間取引消去9百万円、各報告セグメントが負担する販売

費、一般管理費、試験研究費の配分差額21百万円及び棚卸資産の調整額△65百万円が含まれております。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

「産業建設資材事業」セグメントにおいて、当社連結子会社のクリモトポリマー㈱は、ダイカポリマー㈱から

の事業譲受により、のれんが217百万円増加しております。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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